
Ⅴ 結果の詳細について（授業改善のポイント）

(1) 国語の平均通過率と受検者の正答数分布
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小学校第５学年【国語】
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○ 内容・領域別に見ると，読むことに関して通過率が高くなった。無解答率に関し

ても昨年度同様に低く，最後まで粘り強く設問に取り組み，解答している児童が多

いことがわかる。 
○ 「知識及び技能」の通過率は７４％であり，目標値である８０％に届かなかった。

特に，大問２の二の主語を問う問題が４５．４％，大問２の三の修飾語を問う問題

が４８．５％と通過率が低かった。 
〇 「話すこと・聞くこと」の領域に関する設問の正答率が低かった。大問４の三の

２の複数の資料を関係付けて答える設問の正答率が，全設問の中で一番正答率が低

く，３６．３％であった。複数の情報を関係付けて考える問いを授業の中に設定し

ていく必要がある。 
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大
問

中
問

小
問

基礎・基本 思考・表現

話す
こと
聞く
こと

書く
こと

読む
こと

知識及
び技能

基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率

1 1 小４ ○ ○ 90.3% 0.7% 0.0% 0.0%

2 2 小５ ○ ○ 97.2% 0.2% 0.0% 0.0%

3 1 小４ ○ ○ 51.6% 2.2% 0.0% 0.0%

4 2 小４ ○ ○ 72.5% 3.3% 0.0% 0.0%

5 1 小３ ○ ○ 73.7% 3.9% 0.0% 0.0%

6 2 小３ ○ ○ 77.3% 1.7% 0.0% 0.0%

7 1 小３ ○ ○ 90.0% 0.1% 0.0% 0.0% 　ことわざの意味を理解している
か。

8 2 小４ ○ ○ 84.8% 0.1% 0.0% 0.0% 　慣用句の意味を理解しているか。

9 二 小２ ○ ○ 45.4% 0.0% 0.0% 0.0% 　文の中での主語と述語の関係につ
いて理解しているか。

10 三 小３ ○ ○ 48.5% 0.1% 0.0% 0.0% 　文の中での修飾と被修飾の関係に
ついて理解しているか。

11 1 小５ ○ ○ 90.5% 0.1% 0.0% 0.0% 　目的や場に応じて，適切な敬語を
使うことができるか。

12 2 小４ ○ ○ 83.8% 0.1% 0.0% 0.0% 　接続語の果たす役割を理解してい
るか。

13 3 小３ ○ ○ 93.7% 0.1% 0.0% 0.0% 　手紙の形式を理解しているか。

14 一 小５ ○ ○ 68.9% 0.3% 0.0% 0.0%
　説明文の論の進め方について，筆
者の書き方の工夫を捉えることがで
きているか。

15 1 小５ ○ ○ 67.3% 0.1% 0.0% 0.0% 　目的に応じて，必要な情報を見付
けることができているか。

16 2 小５ ○ ○ 72.9% 2.9% 0.0% 0.0%
　事実と感想，意見などとの関係
を，叙述を基に理解することができ
るか。

17 三 小５ ○ ○ 92.7% 0.6% 0.0% 0.0% 　目的に応じて，必要な情報を見付
けることができているか。

18 一 小４ ○ ○ 50.8% 0.2% 0.0% 0.0% 　目的をもって相手に質問し，必要
な情報を集めることができるか。

19 二 小４ ○ ○ 78.0% 2.0% 0.0% 0.0%
　必要な情報を集めるために，重要
な語句を判断しながらメモに書き留
めることができるか。

20 1 小４ ○ ○ 59.0% 4.5% 0.0% 0.0%
　話の中心的な部分が明確になるよ
うに構成を考え，発表することがで
きるか。

21 2 小５ ○ ○ 36.3% 3.5% 0.0% 0.0% 　情報と情報の関係について理解す
ることができるか。

22 3 小４ ○ ○ 66.2% 7.2% 0.0% 0.0%
　自分の考えとそれを支える理由や
事例との関係を明確にして，書き表
し方を工夫することができるか。

問題数 14 8 3 1 4 14

出題割合 63.6% 36.4% 13.6% 4.5% 18.2% 63.6%

74.0% 69.5% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0%

計
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(2)　各設問の分類と平均通過率
国語(小学校第５学年）

出題の意図

1

一

二

設問

出題学年

内容領域別

　学年別漢字配当表に示されている
漢字を正しく読んだり，書いたりす
ることができるか。

県平均通過率

　日常使われている簡単な単語につ
いてローマ字で表記されたものを読
んだり，書いたりできるか。

校内通過率問題内容別

三

0.0%72.3%
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(3) 国語（授業改善の視点） 

    ア 出題について 
・ 基礎・基本，思考・表現の設問の数は，ほぼ例年どおりで出題。 
・ 説明文を中心としながら，「書くこと」もしくは「話すこと・聞くこと」と関連

させた複合的な問題を，授業展開を意識して出題。 

     ・ 複数の情報を関係付けて答える設問を出題。 

・ 「構成」を問うような設問を出題。 

・ 文章中の言葉（叙述）を根拠として取り上げ，自分の考えを説明する設問を出題。 

 

    イ 特徴ある問題から 
         小５：４の三の２ 

     指導事項：情報と情報の関係について理解することができる。 

 
    通過率：３６．３％ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
     
 
 

 

 

 

 

ウ 授業改善のポイント 

〇 複数の情報を関係付けて答えるような発問を行う。日常の授業では，A 児の意見 

と B 児の意見，C 児の意見を出し，どこが共通していて，どこが異なるのかを検討 

する場面を位置付ける。 

    〇  国語以外の教科でも，グラフなどから何が分かるかについて文章化させる。 

 

調査の結果から，複数の情 
報を関係付けて答える問題が

苦手であることが分かった。

発表原稿の内容（文章）と，

スライドの内容（グラフ）を

関係付けて，答えることがで

きていなかった。 
令和３年度の全国学力・学

習状況調査問題２の三と，類

似した内容であるが，その際

の正答率は３７．７％であっ

た。 
これらのことから，複数の

情報を関係付けて答える問

題は，課題が継続していると

考える。特に今回は，グラフ

から必要な情報を読み取る

問題であったため，グラフ等

の詳細な読み取りに課題が

あるのではないかと思われ

る。 

 

 

 表とグラフを関係付けて考え，発表原稿の内容に当てはまる
言葉を抜き出す問題。 

 

（
解
答
）
人
と
の
ふ
れ
あ
い 

スライド３ 
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(1) 社会の平均通過率と受検者の正答数分布

学年別平均通過率

小５ 中１ 中２
基礎・基本 82.8% 69.5% 67.6%
思考・表現 74.2% 71.9% 65.2%

全体 79.9% 70.3% 66.8%
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運輸・貿易

内容・領域別平均通過率

小学校第５学年【社会】

○ 「基礎・基本」に関する問題の平均通過率は８２．８％と高く，定着が十分図られ

ている。ただし，国土に関する用語（「領土」）を問う問題のみが５４．０％と低い。

児童にとっては難しい言葉が多いため，丁寧に説明するとともに，小テスト等を行う

など，確実に定着を図るための工夫が必要である。 
 
○ 「思考・表現」に関する問題の平均通過率は７４．２％と概ね定着が図られている

が，雨温図の特徴を説明する問題やグラフの変化から農家が行っている工夫を考える

問題の通過率は低くなっている。雨温図については，どこに着目すればいいかなど，

ポイントとなる部分に児童が自ら気付けるような指導の工夫が必要である。 
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社会(小学校第５学年）

大
問

中
問

小
問

基礎
・

基本

思考
・

表現

地形
・

気候
農業 水産業 工業 貿易

基礎
・

基本

思考
・

表現

無解
答率

基礎
・

基本

思考
・

表現

無解
答率

1 (1) 小５ ○ ○ 77.8% 0.8% 0.0% 0.0% 　世界の大陸を正しく理解して
いるか。

2 (2) 小５ ○ ○ 74.5% 0.4% 0.0% 0.0% 　我が国の領土やその位置につ
いて理解しているか。

3 (3) 小５ ○ ○ 54.0% 4.9% 0.0% 0.0% 　国土に関する重要語句を理解
しているか。

4 (4) 小５ ○ ○ 84.8% 2.1% 0.0% 0.0% 　地球上の位置を表す仕組みを
理解しているか。

5 (1) 小５ ○ ○ 95.6% 0.9% 0.0% 0.0%

6 (2) 小５ ○ ○ 75.6% 0.3% 0.0% 0.0%

7 (3) 小５ ○ ○ 60.0% 2.3% 0.0% 0.0% 　各都市の気候の特色を説明で
きるか。

8 (4) 小５ ○ ○ 78.3% 1.2% 0.0% 0.0%
　気候の特色と，家の作りの工
夫の関連を考えることができる
か。

9 ア 小５ ○ ○ 98.0% 0.2% 0.0% 0.0%

10 イ 小５ ○ ○ 94.8% 0.5% 0.0% 0.0%

11 ウ 小５ ○ ○ 74.6% 0.5% 0.0% 0.0%

12 (2) 小５ ○ ○ 58.3% 2.7% 0.0% 0.0%
　米の生産量と消費量が減少している
事実から，農家が行っている工夫を考
えることができるか。

13 りんご 小５ ○ ○ 95.9% 0.2% 0.0% 0.0%

14 みかん 小５ ○ ○ 74.8% 0.2% 0.0% 0.0%

15 (4) 小５ ○ ○ 64.0% 3.2% 0.0% 0.0%
　資料から外国産のものの値段が安いこと
を捉え，生産者の立場から，困ることにつ
いて説明できるか。

16 ① 小５ ○ ○ 74.6% 3.4% 0.0% 0.0%

17 ② 小５ ○ ○ 69.5% 4.1% 0.0% 0.0%

18 (2) 小５ ○ ○ 89.9% 0.3% 0.0% 0.0% 　資料から正しい情報を読み取
ることができるか。

19 (3) 小５ ○ ○ 88.3% 0.3% 0.0% 0.0% 　調べた事実を比較して共通点
を見いだすことができるか。

20 (1) 小５ ○ ○ 96.0% 0.8% 0.0% 0.0% 　太平洋ベルトについて理解し
ているか。

21 (2) 小５ ○ ○ 68.7% 3.9% 0.0% 0.0%
　なぜ，工業地帯・地域が海沿
いに多く立地しているのか，そ
の理由を説明できるか。

22 (3) 小５ ○ ○ 91.6% 1.2% 0.0% 0.0% 　図中のグラフから必要な情報を正し
く読み取ることができるか。

23 (1) 小５ ○ ○ 81.7% 3.0% 0.0% 0.0%
　自動車工場が膨大な部品の在
庫を持たないようにするための
工夫について説明できるか。

24 (2) 小５ ○ ○ 73.2% 2.3% 0.0% 0.0%
　自動車を注文どおりに作るた
めの工夫について理解している
か。

25 資４ 小５ ○ ○ 91.7% 0.5% 0.0% 0.0%

26 資５ 小５ ○ ○ 93.7% 0.5% 0.0% 0.0%

27 (4) 小５ ○ ○ 78.8% 3.2% 0.0% 0.0%
　製造された自動車が目的に応
じて，有効な輸送手段を使って
運ばれることについて説明でき
るか。

問題数 18 9 8 7 4 6 2

出題割合 66.7% 33.3% 29.6% 25.9% 14.8% 22.2% 7.4%

82.8% 74.2% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0%

79.9%

3

4

0.0%

5

(3)

　日本の気候の特色を理解して
いるか。

出題の意図

内容領域別 県平均通過率 校内通過率設問

2

計

(2)  各設問の分類と平均通過率

出題
学年

問題内容別

1

6

(3)

(1)

(1)

　りんごとみかんの生産量第1位
の県を表から読み取り，それら
の県の位置を理解しているか。

　資料から正しい情報を読み取
ることができるか。

　社会や人々の願いに合わせて
作られた自動車について理解し
ているか。

　日本の主な暖流と寒流の名称
を理解しているか。
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(3) 社会（授業改善の視点）【小中共通】 

  ア 出題について 
全学年，難易度は例年並みで，当該学年で学習する内容を，基礎的・基本的な問題と思考・ 

表現に関する問題を約２：1 の割合で出題。 

・ 小５は，日本の各地の気候の特色を雨温図の特徴から説明する問題や，日本の食料問題に

ついて表や資料から読み取って説明する問題等を出題。 

・ 中１は，写真や雨温図を基に気候の特色を説明する問題，緯度・経度を活用し，時差等を

求める問題，郷土の人物に関する問題等を出題。 
・ 中２は，促成栽培や過疎など日本の地理に関する問題，江戸時代の大名の配置や参勤交代

について説明する問題や江戸時代の政治改革の特徴等を出題。 
 
※ 今年度は中学校において，時差に関する問題を共通して出題したが，来年度以降は，各学

年における履修内容を出題予定（時差は中１で履修） 
 

イ 特徴ある問題から【小学校】  ３ ⑵  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 授業改善のポイント【小学校】 

「グラフの見方（読み取り方）」⇒「表題の３点・単位の２点・変化の５点」を意識させ， 

変化の５点に焦点を当てた授業の実践を行いたい。            

 

 

 

 

 

【指導例】 

１「漁業別の生産量の変化」   → 沖合漁業増加，遠洋漁業減少 

【令和２年度 鹿児島学習定着度調査(小５)４（３）に出題】 

２「米の消費量と生産量の変化」 → 消費量，生産量，作付面積の減少 

「米の作付面積の変化」      【我が国の農業における食料生産について(小５の教科書)】 

 
 
 
 
             
 

平均通過率 

５８.３％ 

グラフを扱うときは，グラフが示す特

徴（急激に変化している部分など）を提

示し，そのようになった原因，理由，背

景等を考えさせたい。 

○表題の３点 ･･･ 表題・年度・出典 

○単位の２点 ･･･ 縦軸（単位）・横軸（単位） 

○変化の５点 ･･･ ア 段々上がる・イ 段々下がる・ウ 突然上がる・エ 突然下がる・オ 変化なし 

◎ウ，エには特に注意 

【解答】 

米の消費量が年々少なくなってき

ているので，お米の良さを伝え，（自

分の作っている米を）たくさん買っ

てもらえるようにするため。 
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エ 特徴ある問題から【中学校】  中１１  (3) ，中２１  ⑵ 

    
  
 
 
 
 
 

オ 授業改善のポイント【中学校】 

「時差に関する問題」⇒ １ 時差が生じる原因を考えさせる。 

２ 生徒がイメージできるようにし，丁寧な説明を行う。 

３ 問題演習を行う。 

【参考】 

「緯線が横で，経線が縦」 

緯線 ・・・横の線  赤道を中心に     北に北緯 南に南緯  ※ 90 度 

経線 ・・・縦の線  本初子午線を中心に  東に東経 西に西経  ※180 度 

「経度15度＝１時間の時差」 

＠ １日（24時間）で地球は一回転（360度）するので，１時間で地球は360÷24＝15度回転する。 

そのため，経度が15度ずれると１時間の時差が生じる。 

『東経と東経』『西経と西経』の時差→ 『経度の差÷15』 

『東経と西経』       の時差→ 『経度の和÷15』 

 

 

 

＠ 日付変更線を越えるときは注意する。 

東経 180 度(日付変更線)に近い国ほど時間は進んでいる。 

【例】新年を迎える順番 １ 日本，２ イギリス，３ アメリカ 

 

 
 
 

カ 授業改善のポイント【小中共通】 
  学習指導要領改訂により，社会的事象そのものが学習内容となっている社会科においては， 

社会との関わりを意識した課題解決的な学習活動を取り入れた授業実践が期待されている。 
授業では，社会的な見方・考え方を働かせ，ペア・グループ活動などを取り入れながら多面

的・多角的に考察・構想し，その過程や結果を説明したり論述したりできるようにすることが
期待されている。 
〇 生きて働く知識の習得場面と思考力・判断力・表現力等の育成場面を，授業にバランスよ

く取り入れる。考えさせる場面を必ず入れ，「主体的・対話的で深い学び」の授業を実践す
る。 

〇 ＩＣＴを積極的かつ効果的に活用する。また，新聞記事等を活用して，タイムリーな話題
を提供し，政治等に関心をもたせる。あわせて，自分たちの住んでいる郷土についても関心
をもたせる工夫をする。 

〇 定期的に復習する場面を取り入れる。小テスト等で重要語句などの基礎・基本の定着を図
る。また，かごしま学力向上支援Ｗｅｂシステム上の評価問題等で思考力・表現力の育成を
図る。 

【中１】 平均通過率 ５３.２％ 

【中２】 平均通過率 ５４.２％ 

生徒が時差の概念をイメージできるようにした

い。地球儀や掛け地図を使ったり，映像を見せた

り，ＩＣＴ（ソフト等）を活用するなど，授業の

工夫を図りたい。定着を図るために，理解させた

後は，演習問題に取り組むことが必須である。 

① 東京（東経 135 度）とニューヨーク（西経 75 度）の経度差は，135＋75＝210 度となる。 

② 東京とニューヨークの時差は，210÷15＝14 となり，14 時間となる。 

③ 東京はニューヨークよりも時間が進んでいる。 

④ 東京の時刻（１月１日午前０時）より 14 時間前に戻すと･･･12 月 31 日の午前 10 時  

 

ア 
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(1) 算数の平均通過率と受検者の正答数分布

学年別平均通過率

小５ 中１ 中２
基礎・基本 77.2% 75.8% 76.9%
思考・表現 57.4% 49.3% 56.8%

全体 70.6% 66.0% 70.2%
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小学校第５学年【算数】

78.5%

70.9%

59.3%

64.0%
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数と計算

図形

測定・変化と関係

データの活用

内容・領域別平均通過率

○ 「基礎・基本」に関する問題の平均通過率は７７．２％であった。昨年度の課題
であった小数と小数の乗法の問題は７１．０％と少し改善したが，計算のきまりに
したがって正しく計算する問題は６８．３％と昨年度と比べると若干下がっている。
筆算のしやすさの確認や，計算する順序など授業での工夫を再度図りたい。 

○ 「思考・表現」に関する問題の平均通過率は５７．４％で，昨年度と比べると３．
７％向上した。「変化と関係」，「データの活用」領域に改善が見られる。特に，「速
さ」や「折れ線グラフ」が改善している。日々の授業で根拠をもって説明すること
を大切にした教師の具体的な働きかけを行っている成果といえる。 

○ 今後も，授業の中で，表やグラフ等を積極的に活用し，表から分かること，グラ
フを使って言えることなどを，タブレットを効果的に活用しながら自分の考えを構
築したり，さらにペアやグループで交流するなどして，考えを深めることができる
ような活動を積極的に取り入れたい。 
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算数(小学校第５学年）

大
問

中
問

小
問

基礎・基本 思考・表現
数と
計算

図形

測定

変化と
関係

データ
の活用

基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率

1 (1) 小２ ○ ○ 98.0% 0.0% 0.0% 0.0%
　２位数同士の繰り上がりのある加
法を，正しく計算することができる
か。

2 (2) 小３ ○ ○ 85.1% 0.2% 0.0% 0.0% 　小数と整数の減法を，位をそろえ
て正しく計算することができるか。

3 (3) 小５ ○ ○ 75.0% 1.1% 0.0% 0.0% 　異分母の帯分数の減法を，正しく
計算することができるか。

4 (4) 小５ ○ ○ 71.0% 0.6% 0.0% 0.0% 　小数と小数の乗法を，正しく計算
することができるか。

5 (5) 小５ ○ ○ 68.3% 0.9% 0.0% 0.0% 　計算のきまりにしたがって正しく
計算することができるか。

6 (1) 小５ ○ ○ 72.0% 1.3% 0.0% 0.0%
　乗数と積の大きさ，除数と商の大
きさの関係を，正しく理解している
か。

7 (2) 小５ ○ ○ 84.1% 0.6% 0.0% 0.0% 　数量の関係を数直線に表すことが
できるか。

8 ① 小５ ○ ○ 82.1% 1.1% 0.0% 0.0% 　最小公倍数の意味を正しく理解
し，利用することができるか。

9 ② 小５ ○ ○ 73.6% 1.4% 0.0% 0.0%
　最小公倍数から，条件に合う色画
用紙の枚数を求めることができる
か。

10 (2) 小５ ○ ○ 75.5% 2.4% 0.0% 0.0%   最大公約数の意味を正しく理解
し，利用することができるか。

11 (1) 小４ ○ ○ 76.3% 0.2% 0.0% 0.0% 　四角形の対角線の性質を，正しく
理解しているか。

12 (2) 小５ ○ ○ 82.8% 0.2% 0.0% 0.0% 　合同な三角形を作図するために必
要な条件を理解しているか。

13 5 小４ ○ ○ 84.1% 0.2% 0.0% 0.0%   分度器を用いて，180°より大きい
角の測り方を理解しているか。

14 6 小４ ○ ○ 61.3% 0.4% 0.0% 0.0%   立方体の構成要素及びそれらの位
置関係について理解しているか。

15 (1) ①②③ 小４ ○ ○ 88.2% 0.5% 0.0% 0.0%  ２つの数量の関係を見いだし，表に
整理することができるか。

16 (2) 小４ ○ ○ 57.4% 0.8% 0.0% 0.0%   ２つの数量の関係を見いだし，利
用することができるか。

17 (1)
①②
③

小５ ○ ○ 79.4% 3.3% 0.0% 0.0% 　示された時間の求め方を理解し，
正しく説明することができるか。

18 (2) 小５ ○ ○ 59.5% 7.5% 0.0% 0.0%
　速さと時間と道のりをもとに必要
な条件を適切に判断し，説明するこ
とができるか。

19 (1) ①② 小５ ○ ○ 80.8% 1.8% 0.0% 0.0%
  示された四角形をもとに，四角形
の内角の和を説明することができる
か。

20 (2) 小５ ○ ○ 40.3% 12.1% 0.0% 0.0%
　示された四角形の面積の求め方を
理解し，その求め方を正しく説明す
ることができるか。

21 (1) 小４ ○ ○ 84.8% 1.0% 0.0% 0.0%
　データを正しく読み取り，条件と
照らし合わせて判断することができ
るか。

22 (2) 小５ ○ ○ 46.7% 2.5% 0.0% 0.0%
　異種の二つの量の関係に着目し，
適切なグラフを選択することができ
るか。

23 (3) 小５ ○ ○ 24.9% 12.1% 0.0% 0.0%
　単位量当たりの大きさの考え方を
使って，目的に応じた数値で表すこ
とができるか。

24 (4) 小４ ○ ○ 43.1% 14.5% 0.0% 0.0%

  表や目盛りの間隔が異なる２つの
折れ線グラフを比べ，それぞれの変
化量を読み取り，変化の様子を説明
することができるか。

問 題 数 16 8 10 6 6 2

出題割合 66.7% 33.3% 41.7% 25.0% 25.0% 8.3%

77.2% 57.4% 2.8% 0.0% 0.0% 0.0%

設問

出題学年

70.6% 0.0%

計

3

(1)

校内通過率県平均通過率

4

10

7

9

(2)　各設問の分類と平均通過率

出題の意図

問題内容別

1

2

8

内容領域別
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(3) 算数（授業改善の視点） 

  ア 出題について 
   ＜小学校＞ 

・ 基礎・基本，思考・表現の設問の数は，ほぼ例年どおりで出題。 
・ 過去の鹿児島学習定着度調査の通過率の低い設問の類題を出題。 

   ・ 異種の二つの量の関係に着目し，適切なグラフを選択する設問を出題。 

 

  イ 特徴ある問題から 
   ＜小学校＞ 

        小５：10 の（４） 

 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
     
 
 

 

 

 

 

   
ウ 授業改善のポイント 

   ＜小学校＞ 

    表やグラフを根拠として説明する問題に苦手意識をもっていることが考えられる。そこで，以

下のようなことを意識して授業を行うことが重要である。 

○表やグラフの枠（最大値や最小値など）を意識させる発問，板書を行う。 

（実際に，枠がないところからグラフを描く時間も取り入れる） 

○グラフを比較させ，量や数値を根拠に説明する活動を取り入れる。 

指導事項： 

２つの折れ線グラフから変化の

様子を説明すること。 

 

通過率： 
４３．１％ 
調査の結果から，２量の目盛り

の違いに留意し，言葉や数を使っ

て説明する折れ線グラフの問題に

課題があることが分かった。 
子どもたちの誤答傾向から，冒

頭にある表と混同したり，折れ線

グラフの傾きに惑わされたりする

傾向が見られた。 
令和２年度の鹿児島学習定着度

調査の最終問題と類似した内容で

あるが，その際の正答率は３５．

３％であったので，昨年度よりも

グラフの見方及び説明する力は向

上している。 
一方，依然として通過率が低い

のは，２量のうちの一方（縦軸）の

目盛りの違いに気付いていないこ

とが挙げられる。グラフを作成し

たり，傾きを読み取る前に，グラフ

の目盛にも着目させたりする指導

が必要である。 

2016 年から 2017 年にかけて，Ａ町は一人あたりのごみの量がおよそ 350

㎏から 300 ㎏まで 50 ㎏へっていて，Ｂ町は 360 ㎏から 330 ㎏までおよそ

30 ㎏しかへっていない。 

 だから，Ａ町にくらべてＢ町の方が一人あたりのごみの量のへり方が大き

いとはいえない。 
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(1) 理科の平均通過率と受検者の正答数分布

学年別平均通過率

小５ 中１ 中２
基礎・基本 79.0% 72.7% 77.6%
思考・表現 65.3% 62.9% 50.5%

全体 73.1% 69.4% 68.6%
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○ 「基礎・基本」の平均通過率は７９．０％で概ね良好であるが，小３の学習内容であ

る，大問６⑶の時間経過に伴う太陽の動きに関する問いの通過率が５６．３％と低くな

っている。 

○ 「思考・表現」の平均通過率は６５．３％で概ね良好であるが，大問２⑵の乾電池の

つなぎ方による電流の大きさと向きに関する問いの通過率が４９．３％，大問６⑷で牛

乳瓶の外側についた水滴の生じる理由を説明する問いの通過率は４９．８％とやや低く

なっている。 

○ 内容・領域別の通過率については，生命・地球領域が６７．５％とやや低くなってい

る。日常的に理科的な見方・考え方を発揮しながら，身の回りの現象を考えていくこと

が必要である。 
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　 理科(小学校第５学年）

大
問

中
問

小
問

基礎・基本 思考・表現
Ａ　物質・
エネルギー

Ｂ　生命・
地球

基礎・基本 思考・表現 無解答率 基礎・基本 思考・表現 無解答率

1 1 小５ ○ ○ 84.0% 1.4% 0.0% 0.0% 　発芽するときに使われる養分をでん
ぷんと理解しているか。

2 2 小５ ○ ○ 63.8% 0.2% 0.0% 0.0% 　条件を制御して実験方法を計画する
ことができているか。

3 3 小５ ○ ○ 79.0% 0.5% 0.0% 0.0% 　植物の成長に必要な条件を理解して
いるか。

4 1 小４ ○ ○ 88.1% 0.3% 0.0% 0.0%
　乾電池の向きを変えると，回路に流
れる電流の向きが変わることを理解し
ているか。

5 2 小４ ○ ○ 49.3% 0.1% 0.0% 0.0%
　乾電池のつなぎ方による電流の大き
さと向きを考えることができている
か。

6 1 小４ ○ ○ 77.9% 0.1% 0.0% 0.0% 　金属のあたたまり方を理解している
か。

7 2 小４ ○ ○ 78.5% 0.1% 0.0% 0.0% 　水のあたたまり方を理解している
か。

8 3 小４ ○ ○ 59.1% 0.4% 0.0% 0.0%
　空気のあたたまり方を身の回りの生
活に活用して考えることができている
か。

9 1 小５ ○ ○ 63.8% 0.4% 0.0% 0.0%
　花粉はおしべの先にあることと，ヘ
チマやアサガオの花のつくりを理解し
ているか。

10 2 小５ ○ ○ 65.8% 0.1% 0.0% 0.0% 　顕微鏡の適切な使い方を理解してい
るか。

11 3 小５ ○ ○ 70.6% 1.4% 0.0% 0.0%
　結実に関する実験について，条件制
御の視点から実験方法の妥当性を考え
ることができているか。

12 1 小３ ○ ○ 93.1% 0.4% 0.0% 0.0% 　磁石は鉄でできた物を引きつけるこ
とを理解しているか。

13 2 小３ ○ ○ 83.8% 0.3% 0.0% 0.0% 　磁石の同極は退け合うことを理解し
ているか。

14 3 小３ ○ ○ 74.2% 0.3% 0.0% 0.0%
　磁石の性質を理解した上で，磁化し
たくぎの極を考えることができている
か。

15 1 小５ ○ ○ 63.4% 0.6% 0.0% 0.0% 　天気の変化と雲の動きを関係付けて
考えることができているか。

16 2 小５ ○ ○ 78.4% 1.4% 0.0% 0.0%
　実験結果と侵食する働きを防ぐ取組
を関係付けて考えることができている
か。

17 3 小３ ○ ○ 56.3% 0.3% 0.0% 0.0% 　時間経過に伴う太陽の動き方を理解
しているか。

18 4 小４ ○ ○ 49.8% 1.6% 0.0% 0.0% 　自然事象から，水の姿の変化を考え
ることができているか。

19 1 小５ ○ ○ 87.2% 0.2% 0.0% 0.0% 　メスシリンダーの正しい使い方を理
解しているか。

20 2 小５ ○ ○ 90.7% 0.3% 0.0% 0.0% 　物が溶ける前と物が溶けた後の重さ
は変わらないことを理解しているか。

21 3 小５ ○ ○ 79.0% 0.3% 0.0% 0.0%

　物が溶けた後，時間が経過しても溶
けた物は水の中で均一に広がっている
ことと，目に見えない粒子のイメージ
を結び付けて考えることができている
か。

問 題 数 12 9 11 10

出題割合 57.1% 42.9% 52.4% 47.6%

79.0% 65.3% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0%

1

設問 校内通過率内容領域別問題内容別

出題学年

6

出題の意図

7

県平均通過率

計

73.1% 0.0%

(2)　各設問の分類と平均通過率

2

3

4

5
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(3)  理科（授業改善の視点）【小中共通】 

    ア 出題について 
・ 全学年，基礎的・基本的な問題を中心に，例年並みの「思考・表現」に関する問題も

出題。 

・ 小５は，大問６で日常的に見られる事象について，理科的な見方・考え方を発揮させ

る場面設定を行い，学習した各単元の内容を活用して解答する問題を出題。 

・ 中１は，大問５で小学校学習内容の地層のでき方に関する問題，中１の内容から大問

６，７で実験結果から粒子モデルを推測する問題を出題。 

・ 中２は，中１の内容から，大問４でかぎ層を基に柱状図を作成する問題，中２の内容

から大問３で気象，大問７で化学変化の未反応分の物質の質量を求める問題を出題。     
イ 特徴ある問題から（小学校）   小５６   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

平均通過率 

４９．８％ 

◇ 次の二点を意識して日々の指導を！ 

① 教師自身が日常的に見られる事象等について，問いかけを意図的に行う。 
② 「同じです。いいと思います。」で終わらせず，なぜ，そう考えたのかなど，自 
分と他者の意見を比較しながら考えを深める場面を大切にする。 
 
※ 児童は日常的に理科の見方・考え方を発揮しながら，協働して課題解決できる

ようになる。 

空気中の水じょう気が冷やされて，水にもどった 

  
エ 

平均通過率 

５６．３％ 
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中１ 

ウ 特徴ある問題から（中学校）  中１７，中２７  

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ 授業改善のポイント【小中共通】  

〇 小５の太陽の通り道の方位を答える問題は５６．３％，中２の等圧線から気圧を読み取る

問題は２７．６％，高気圧や低気圧の風の吹き出し，吹き込みに関する問題は２８．６％と

通過率が低い。特に，自然観察等が関係する単元は一度学習して終わりではなく，単元での学

習終了後，学習した内容やそれに関する事象に興味・関心を持続，向上させる工夫を行う。（授

業開始前や終了後にＩＣＴを活用した情報提供や児童生徒への問い掛けを意図的，計画的に

行うことが効果的である。） 

〇 系統性（単元間，小・中のつながり）を意識した指導の充実を図る。そのために，教師自

ら，他校種，他学年の鹿児島学習定着度調査の問題を解いてみることが大切である。（小５：

大問２，３，５，６⑶，⑷，中１：大問５，中２：大問４，５は，前年度以前の指導内容） 

〇 小学校では「問題解決の過程」，中学校では「探究の過程」を踏まえた授業を展開する。特に， 

自分の考えを再構築する過程を大切にする。また，単元によって，自分の考えを文字だけで 

なく，図やモデル，グラフ等を使って整理する場面も十分に確保することが重要である。 

※ 問題中にグラフがなくても，表に示される数値から自分でグラフ化（変化

の傾向をつかむ）し，計算とグラフを併用し，解答していく力を育成する。 

中２ 

平均通過率 

３８．８％ 

 

※ 微視的な事象につ
いて，実験結果を基
に，質量や体積等を
踏まえ，粒子の数に
着目して適切なモデ
ルを選択できる（自
分で描く）力を育成
する。 
（大問６とも関連） 

平均通過率 

３９．２％ ア:0.40 イ:0.60 
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